
◆８０分にわたり一般質問を行いました

　６月定例会では、私にとって３度目となる一般質問を行

いました。時間は８０分間。今回は、財政難の克服のため

経費削減策の具体的な内容と増収策としての産業振興策に

ついて質問しました。項目は以下の通りです。

議会報告

　本市では現在、西部総合処理センターと西部工場の２箇所で一般廃棄物の処理が行われています。そ

のうち、西部工場の耐用年数は平成２２年度までと予想されており、現在閉鎖されている東部総合処理セ

ンターを再整備し、平成２３年度から稼動させることになっています。これまで、ごみ処理施設の「建設・

運営」に関しては、市が直接行うことが当然とされていました。

　しかし、３年前に蒼志会が、「この再整備にＰＦＩ手法（※）を適用し、経費削減を図ってはどうか」と提案し、

市は前向きに調査研究を進めると答弁していました。今年度中に当手法を導入するか否かの結論を出す

ことが決定しているにもかかわらず、未だ数値を含んだ具体的な検討内容が明らかにされていませんでし

たので、詳細を質問しました。

　残念ながら、３年間調査研究してきたとは到底思えない答弁でした。これまで通り市が資金調達を行い、

直接建設と運営を行った場合と、民間企業に資金調達からすべてを任せ、市内で出たゴミを処理してもら

う代金を市が支払った場合との金額の差（VFMと呼ばれています）等、未だ基本的な数値すら全く示せな

いのです。このまま「研究不足のため、従来通りの直営とＰＦＩ手法を比べてどちらが得かよく分からず、ま

た、将来どのような状況変化が起こるか分からないため、安全策として従来通りの事業手法で行う」というこ

とになれば、数十億円規模の経費削減の機会を「研究不足」の一言で逃すことになります。しっかりと数値

的に判断できる状態まで研究・検討を行うよう、そして、議会や市民に対してその具体的な判断の根拠を

示すよう要望しました。

～３度目の一般質問～

１．東部総合処理センター再整備について

２．行政経営改革について

　（ア）アウトソーシング

　（イ）ＰＦＩ手法

　（ウ）参画と共同によるまちづくりに関する基本指針の条例化

３．図書館運営の効率化について

４．都市型観光について

　事業資金の調達（借金）から施設建設・運営までを民間企業が担い、市内で

出たごみを処理してもらうというサービスの対価（２０年～３０年に渡る契約の中

で金額と支払方法を決定します）を市がその企業に支払うものです。市がすべ

て直接行った場合とPFI手法で行った場合のそれぞれの税金の投入総額を算

出し、どちらが安いのかをまずは比較しなければなりません。この比較の際に

は両者とも同じ、もしくは民間企業のほうがより環境負荷のないごみ処理を行う

ことが前提となります。「安物買いの銭失い」とならないように、この紙面ではと

ても掲載しきれないほどの複雑かつ綿密な作業が必要とされます。その代わり

に、市が直接行うよりもＰＦＩ手法で行ったほうが、今事業の場合、数十億円規

模で税金投入総額が削減できると期待されています。

 

◆東部総合処理センター（ごみ処理場）再整備について

（※）今事業の場合のＰＦＩ手法とは

　今秋には、市長の任期が満了となります。また、現在、市議会議員に１名の欠員が出ており、法律

により、市長選挙と同時に市議会議員の補欠選挙も行わなければなりません。私個人、そして、所属

会派蒼志会では定数削減を訴えてきたものの、まだ議会全体での本格的な

議論となっていません。今後も定数削減は訴え続けますが、今秋までには

到底間に合いそうにありません。

　その選挙の日程が決定され、１１月７日告示、１４日が投票日となりま

した。西宮市の今後を直接決める権限をもった市長とその行政行動を監視

する市議会議員４５名のうちの１名を決める選挙です。西宮市に税金を納

めている市民の皆さんにとって、最も身近で大事だと言えるにも関わらず、

毎回投票率が低迷している選挙でもあります。誰がなっても同じであるは

ずがありません。私たちの意思を伝えることのできる貴重な機会です。ど

うか、関心をお持ちいただき、是非とも投票所に足をお運び下さい。

市長選挙と市議会議員補欠選挙の日程が決まりました～１１月１４日投票日～

◆都市型観光について～増収策としての産業振興策を！～

　前号で触れました積極的なまちの活性化策として、ここ数年本市が取り

組んでいる都市型観光を取り上げ、提案を織り交ぜながら質問しました。

　本市の活性化のためにも、増収策としても産業振興を図る必要性があり

ます。そのためには、西宮の潜在力を活用した１年を通じた西宮自体の演

出を行い、本市に賑わいをもたらす必要性があります。

　そこで、西宮がもつ潜在力として、「恵まれた自然」や「市が商工団体

と連携して行い反響を呼んでいる商工政策・事業」を例に挙げ、それらの

繋がりが不足していることを指摘し、「各観光資源・スポットという点と点を結ぶ、各事業という

点と点を結ぶ」という観点から、観光資源を結ぶ交通機能に対する考え方、各事業の連携・各部署

間の連携について質問、提案しました。

　また、PR方法についても、市が使用している媒体（ホームページや市政ニュース）自体の認知度

が低ければ、PRにならないことを指摘し、例えばホームページを重視するのであれば、市内各所に

掛かっている「環境学習都市にしのみや」と書かれた旗などに、市のホームページのアドレスを必

ず入れるようにし、媒体自体の認知度を上げるべきであることを提案しました。そもそも、PRが苦

手な行政が広報を直接行うよりも、広報のノウハウを持った民間の力を活用するべきであることも

主張し、PR方法に対する考え方を問いました。

～引き続き一般質問から～

◆図書館運営の効率化について

　財政難であっても、貴重な財産である図書館をもっと多くの方に利用してもらうためのサービス

拡充に向けた努力はし続けなければなりません。そのためにはやはり、図書館運営の効率化を図る

努力が必要となってきます。

　最近のＩＴ技術の向上に伴い、微弱な電波を発する最新のＩＣチップを活用した蔵書管理システ

ム（ＲＦＩＤ）が出版業界で研究が進んでいます。このシステムを導入すれば、事務的な人件費が

抑制され、開館時間をさらに延長できたり、棚卸作業を頻繁に行えるようになることで利用者はも

っと本が探しやすくなったり、将来的にはコンビニでの返却も夢ではなくなります。このシステム

の導入を検討するために、産官学共同の実証実験を行えば、図書館という公共財産を提供する代わ

りに、投資金額の抑制を図ることも可能ではないかと提案しました。

→詳細は私のサイトhttp://www.masatake.jpに掲載する予定です。

◆建設常任委員会副委員長を拝命しました

　西宮市議会は６月定例会から新しい年度が始まり、９、１２、３月と１年間に４回の定例会

がそれぞれ約１ヶ月間開かれます。年度の始めの議会である６月定例会では、議長、副議長、

監査委員や、４つ（総務、厚生、市民文教、建設）に分かれた常任委員会の委員長、副委員長

などの議会内での役職や、常任委員会や審議会等の担当が決められます。私は、今年度も引き

続き建設常任委員会を担当することになり、１期２年目でその副委員長を拝命致しました。

　最近の建設常任委員会では、本市が危機的な財政難に追い込まれていることもあり、大きな

投資を伴うようなまちづくりに関する議題は少なく、市営住宅の家賃滞納問題（滞納総額が８

億円を超えています）やマンション建設に関する問題（近所にマンションが建つとなると、近

隣の方のご意見が陳情や請願といった形で議会にあがってきます）が、頻繁に議論されていま

す。そうした問題については条例の見直しも視野に入れた提案をしたいと考えています。同時

に、私の政策上の目標の１つである歩行者の安全を守るための歩道の段差解消など「身近なと

ころからバリアフリーを」という課題についても提案したいとますます意気込んでいます。　

◆西宮市臨海産業地区条例が制定されました

　鳴尾浜・甲子園浜・西宮浜は、埋め立て当初、内陸部の住宅化が進むと同時に産業環境の確保が困

難となっていたため、住宅地と産業用地を分けるために埋立地は産業団地化が進められました。しか

し、震災の際に、西宮浜に住宅を確保せざるを得ない状況になり、政策は転換されました。そして今

回、再度明確に産業団地化を図るべく、一部の地域を除き、住宅はもちろんのこと、風営法に関わる

施設やカラオケボックス、宿泊施設を伴う建築物等が建てられなくなる条例が制定されました。

　産業環境を確保することは重要ですので賛成しましたが、西宮浜の住民に対して十分な説明は行

われておらず、知らないうちに自分の住んでいる周辺のことを条例で規制されてしまった形となっ

ていることは将来的な問題をはらんでいるのではないかと指摘しました。
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億円を超えています）やマンション建設に関する問題（近所にマンションが建つとなると、近

隣の方のご意見が陳情や請願といった形で議会にあがってきます）が、頻繁に議論されていま

す。そうした問題については条例の見直しも視野に入れた提案をしたいと考えています。同時

に、私の政策上の目標の１つである歩行者の安全を守るための歩道の段差解消など「身近なと

ころからバリアフリーを」という課題についても提案したいとますます意気込んでいます。　

◆西宮市臨海産業地区条例が制定されました

　鳴尾浜・甲子園浜・西宮浜は、埋め立て当初、内陸部の住宅化が進むと同時に産業環境の確保が困

難となっていたため、住宅地と産業用地を分けるために埋立地は産業団地化が進められました。しか

し、震災の際に、西宮浜に住宅を確保せざるを得ない状況になり、政策は転換されました。そして今

回、再度明確に産業団地化を図るべく、一部の地域を除き、住宅はもちろんのこと、風営法に関わる

施設やカラオケボックス、宿泊施設を伴う建築物等が建てられなくなる条例が制定されました。

　産業環境を確保することは重要ですので賛成しましたが、西宮浜の住民に対して十分な説明は行

われておらず、知らないうちに自分の住んでいる周辺のことを条例で規制されてしまった形となっ

ていることは将来的な問題をはらんでいるのではないかと指摘しました。
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◆８０分にわたり一般質問を行いました

　６月定例会では、私にとって３度目となる一般質問を行

いました。時間は８０分間。今回は、財政難の克服のため

経費削減策の具体的な内容と増収策としての産業振興策に

ついて質問しました。項目は以下の通りです。

議会報告

　本市では現在、西部総合処理センターと西部工場の２箇所で一般廃棄物の処理が行われています。そ

のうち、西部工場の耐用年数は平成２２年度までと予想されており、現在閉鎖されている東部総合処理セ

ンターを再整備し、平成２３年度から稼動させることになっています。これまで、ごみ処理施設の「建設・

運営」に関しては、市が直接行うことが当然とされていました。

　しかし、３年前に蒼志会が、「この再整備にＰＦＩ手法（※）を適用し、経費削減を図ってはどうか」と提案し、

市は前向きに調査研究を進めると答弁していました。今年度中に当手法を導入するか否かの結論を出す

ことが決定しているにもかかわらず、未だ数値を含んだ具体的な検討内容が明らかにされていませんでし

たので、詳細を質問しました。

　残念ながら、３年間調査研究してきたとは到底思えない答弁でした。これまで通り市が資金調達を行い、

直接建設と運営を行った場合と、民間企業に資金調達からすべてを任せ、市内で出たゴミを処理してもら

う代金を市が支払った場合との金額の差（VFMと呼ばれています）等、未だ基本的な数値すら全く示せな

いのです。このまま「研究不足のため、従来通りの直営とＰＦＩ手法を比べてどちらが得かよく分からず、ま

た、将来どのような状況変化が起こるか分からないため、安全策として従来通りの事業手法で行う」というこ

とになれば、数十億円規模の経費削減の機会を「研究不足」の一言で逃すことになります。しっかりと数値

的に判断できる状態まで研究・検討を行うよう、そして、議会や市民に対してその具体的な判断の根拠を

示すよう要望しました。

～３度目の一般質問～

１．東部総合処理センター再整備について

２．行政経営改革について

　（ア）アウトソーシング

　（イ）ＰＦＩ手法

　（ウ）参画と共同によるまちづくりに関する基本指針の条例化

３．図書館運営の効率化について

４．都市型観光について

　事業資金の調達（借金）から施設建設・運営までを民間企業が担い、市内で

出たごみを処理してもらうというサービスの対価（２０年～３０年に渡る契約の中

で金額と支払方法を決定します）を市がその企業に支払うものです。市がすべ

て直接行った場合とPFI手法で行った場合のそれぞれの税金の投入総額を算

出し、どちらが安いのかをまずは比較しなければなりません。この比較の際に

は両者とも同じ、もしくは民間企業のほうがより環境負荷のないごみ処理を行う

ことが前提となります。「安物買いの銭失い」とならないように、この紙面ではと

ても掲載しきれないほどの複雑かつ綿密な作業が必要とされます。その代わり

に、市が直接行うよりもＰＦＩ手法で行ったほうが、今事業の場合、数十億円規

模で税金投入総額が削減できると期待されています。

 

◆東部総合処理センター（ごみ処理場）再整備について

（※）今事業の場合のＰＦＩ手法とは

　今秋には、市長の任期が満了となります。また、現在、市議会議員に１名の欠員が出ており、法律

により、市長選挙と同時に市議会議員の補欠選挙も行わなければなりません。私個人、そして、所属

会派蒼志会では定数削減を訴えてきたものの、まだ議会全体での本格的な

議論となっていません。今後も定数削減は訴え続けますが、今秋までには

到底間に合いそうにありません。

　その選挙の日程が決定され、１１月７日告示、１４日が投票日となりま

した。西宮市の今後を直接決める権限をもった市長とその行政行動を監視

する市議会議員４５名のうちの１名を決める選挙です。西宮市に税金を納

めている市民の皆さんにとって、最も身近で大事だと言えるにも関わらず、

毎回投票率が低迷している選挙でもあります。誰がなっても同じであるは

ずがありません。私たちの意思を伝えることのできる貴重な機会です。ど

うか、関心をお持ちいただき、是非とも投票所に足をお運び下さい。

市長選挙と市議会議員補欠選挙の日程が決まりました～１１月１４日投票日～

◆都市型観光について～増収策としての産業振興策を！～

　前号で触れました積極的なまちの活性化策として、ここ数年本市が取り

組んでいる都市型観光を取り上げ、提案を織り交ぜながら質問しました。

　本市の活性化のためにも、増収策としても産業振興を図る必要性があり

ます。そのためには、西宮の潜在力を活用した１年を通じた西宮自体の演

出を行い、本市に賑わいをもたらす必要性があります。

　そこで、西宮がもつ潜在力として、「恵まれた自然」や「市が商工団体

と連携して行い反響を呼んでいる商工政策・事業」を例に挙げ、それらの

繋がりが不足していることを指摘し、「各観光資源・スポットという点と点を結ぶ、各事業という

点と点を結ぶ」という観点から、観光資源を結ぶ交通機能に対する考え方、各事業の連携・各部署

間の連携について質問、提案しました。

　また、PR方法についても、市が使用している媒体（ホームページや市政ニュース）自体の認知度

が低ければ、PRにならないことを指摘し、例えばホームページを重視するのであれば、市内各所に

掛かっている「環境学習都市にしのみや」と書かれた旗などに、市のホームページのアドレスを必

ず入れるようにし、媒体自体の認知度を上げるべきであることを提案しました。そもそも、PRが苦

手な行政が広報を直接行うよりも、広報のノウハウを持った民間の力を活用するべきであることも

主張し、PR方法に対する考え方を問いました。

～引き続き一般質問から～

◆図書館運営の効率化について

　財政難であっても、貴重な財産である図書館をもっと多くの方に利用してもらうためのサービス

拡充に向けた努力はし続けなければなりません。そのためにはやはり、図書館運営の効率化を図る

努力が必要となってきます。

　最近のＩＴ技術の向上に伴い、微弱な電波を発する最新のＩＣチップを活用した蔵書管理システ

ム（ＲＦＩＤ）が出版業界で研究が進んでいます。このシステムを導入すれば、事務的な人件費が

抑制され、開館時間をさらに延長できたり、棚卸作業を頻繁に行えるようになることで利用者はも

っと本が探しやすくなったり、将来的にはコンビニでの返却も夢ではなくなります。このシステム

の導入を検討するために、産官学共同の実証実験を行えば、図書館という公共財産を提供する代わ

りに、投資金額の抑制を図ることも可能ではないかと提案しました。

→詳細は私のサイトhttp://www.masatake.jpに掲載する予定です。

◆建設常任委員会副委員長を拝命しました
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投資を伴うようなまちづくりに関する議題は少なく、市営住宅の家賃滞納問題（滞納総額が８

億円を超えています）やマンション建設に関する問題（近所にマンションが建つとなると、近

隣の方のご意見が陳情や請願といった形で議会にあがってきます）が、頻繁に議論されていま

す。そうした問題については条例の見直しも視野に入れた提案をしたいと考えています。同時

に、私の政策上の目標の１つである歩行者の安全を守るための歩道の段差解消など「身近なと

ころからバリアフリーを」という課題についても提案したいとますます意気込んでいます。　

◆西宮市臨海産業地区条例が制定されました

　鳴尾浜・甲子園浜・西宮浜は、埋め立て当初、内陸部の住宅化が進むと同時に産業環境の確保が困

難となっていたため、住宅地と産業用地を分けるために埋立地は産業団地化が進められました。しか

し、震災の際に、西宮浜に住宅を確保せざるを得ない状況になり、政策は転換されました。そして今

回、再度明確に産業団地化を図るべく、一部の地域を除き、住宅はもちろんのこと、風営法に関わる

施設やカラオケボックス、宿泊施設を伴う建築物等が建てられなくなる条例が制定されました。

　産業環境を確保することは重要ですので賛成しましたが、西宮浜の住民に対して十分な説明は行

われておらず、知らないうちに自分の住んでいる周辺のことを条例で規制されてしまった形となっ

ていることは将来的な問題をはらんでいるのではないかと指摘しました。
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